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本大会は小学生が体操競技の基本技術の習得と美しさを求めながら体操の楽しさを認識する「競技の普

及」を目的としたものであり、運動の難しさを追求する大会ではない。 
よって、FIGが提唱する体操競技のあり方を理解しつつ、現行の採点規則を一部準用しながらも大会独

自の採点規則を定める必要性がある。 
そこで、本大会は10点満点の採点で、選手の能力に見合った演技構成をもってその実施を中心に評価す

る、いわば「出来ばえを競う大会」とする。選手の良いところを見い出しながら、良心的かつ教育的な評

価をし、体操競技に対する興味と関心を高めることを趣旨、目標とする採点規則を定めた。 
具体的には、演技は６技(要素)をもって価値部分を満たし採点規則の難度表に記載されていない要素も

価値部分として認める。もちろん、B難度以上の技も認めるが、これは難度志向に走ることを推奨する訳

ではない。高難度の技を実施することよりも、難度価値が低い基本的な技をより美しく正確に実施するこ

とを強く求める。 
また、短い演技に対する減点は適用しない。すなわち、１技～５技の演技であっても、その実施に対し

て忠実で適切な評価を与えることとする。要するに、本大会の趣旨を踏まえ、小学生が将来にわたって体

操競技を続けていく意欲をもたせることができる規則とした。 
なお、この適用規則に記載していない事項に関しては、現行の採点規則を準用することになるが、判断

基準の原則として出場する全選手に公平であることを大前提とし、あくまでも教育的配慮のもと臨機応変

に判断、措置をすることとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



男子 
Ⅰ．採点の基本方針 

１． 大会の趣旨に基づき、技の難度にとらわれることなく、選手の発達段階に見合った演技構成と技

の実施を重要視した評価をする。 
２． 演技が美しくのびのびと正しく行われているか、その演技実施の習熟度を評価する。 
３． 基礎的な技を欠点なく美しい姿勢で実施することを評価する。 

 
Ⅱ．演技の採点 
第１条 演技の原則 
１． 演技内容は選手の能力に相応していなければならない。 
２． 演技は技術欠点や姿勢欠点がない正確な技で構成され、美しくのびのびと実施されなければなら

ない。 
 
第２条 得点の構成 
１． ゆか、円馬、鉄棒の演技は、次の採点要素により構成される。 

ａ）価値部分 3.00 ※１技（要素）につき0.50×６ 
ｂ）演技実施 6.00 
ｃ）加点   1.00 
最大で10.00を獲得できる。 

２． 跳馬の演技は次の採点要素により構成される。 
ａ）価値点 9.50 ※すべてのとび方の価値点を9.50とする 
ｂ）加点  0.50 
最大で10.00を獲得できる。 
※１演技とする。選手が跳躍板や器具に触れていなければ２回目の助走が認められる。 
（余分な助走の減点は適用しない） 

 
第３条 価値部分（跳馬を除く） 
１． 価値部分について 

 ・価値部分で最高点を得るためには、演技中に６技（要素）の実施がなければならない。 
・現行の採点規則の難度表に記載されていない要素も価値部分として認める。 
・難度表に記載されていない要素の例 

ゆか：ロンダート、前転、後転、開脚前転・後転等 
鉄棒：逆上がり、足かけ上がり、懸垂振り出し等 

・難度の制限を設けない。 
２． 繰り返しの認定（ゆか・鉄棒） 

・同一技は２回まで価値部分として認める。 
・同一技が３回以上実施された場合は、３回目からは価値部分として認定しない。 
・繰り返しに対する減点はないが、実施減点はあり得る。同一技が３回以上連続された場合も同

様とする。 
・難度表の同一番号の技であっても、姿勢などが異なるものは別の技とみなす。 



３． 演技構成 
価値部分は以下の要素を考慮する。ただし、要素不足に対する減点はしない。 
ａ）ゆか 
・倒立、バランス技、柔軟性を表現する技、回転系の技 
・演技時間：70秒以内（時間の超過に対する減点はしない） 

ｂ）円馬 
・円馬においては、旋回または開脚旋回の合計６周以上とする 
ｃ）鉄棒 
・懸垂振動技、鉄棒に近い技、終末技 

 
第４条 演技実施（欠点と減点） 

小欠点 0.10 
中欠点 0.20  
大欠点（落下、転倒） 0.30   
・ゆか、跳馬においてラインの外に出たことに対する減点は適用しない。 
・ゆかにおいてフロアエリア全体を使用しないことに対する減点は適用しない（対角線の往復の

みの実施も可）。 
・鉄棒において構成上必要な停止・中間振動は、それが正しい技捌きで美しい姿勢により実施さ

れた場合は減点の対象とはしない。 
・短い演技に対する減点は適用しない。 

 
第５条 加点 
１． ゆか、円馬、鉄棒 

優れた実施に対して1.00まで加点を与えることができる。 
ａ）様々な要素の美しい姿勢や表現に対して 
・つま先、膝、腕や頭の保ち方、体線等 

ｂ）雄大性のある実施に対して 
ｃ）のびのびとした勢いのある実施に対して 
ｄ）着地が止まることに対して 

２． 跳馬 
優れた実施に対して0.50まで加点を与えることができる。 
ａ）美しい姿勢の実施に対して 
ｂ）スピード感のある実施に対して 
ｃ）跳躍板の力強い踏み切りに対して 
ｄ）突き放しのある雄大な実施に対して 
ｅ）着地が止まることに対して 
 

第６条 禁止技について 
・宙返り転の技（後ろとびひねりからの技を含む） 
・後方２回宙返りにひねりが加わった技 



・前方２回宙返り 
・後方３回宙返り 

 
Ⅲ．器械寸度（高さは床面から） 

ゆ か：12ｍ×12ｍ（スプリング式 ゆか） 
円 馬：高さ 60cm 
跳 馬：高さ 1m10㎝～1m25cm 
鉄 棒：高さ 2m60cm 
跳躍板：跳馬はハード（3-3-2）・ソフト（3-1-2）に加え、2-1-2（スプリングの数）の使用を認

める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



女子 
Ⅰ．採点の基本方針 

１． 大会の趣旨に基づき、技の難度にとらわれることなく、選手の発達段階に見合った演技構成と技

の実施を重要視した評価をする。 

２． 演技が美しくのびのびと正しく行われているか、その演技実施の習熟度を評価する。 
３． 基礎的な技を欠点なく美しい姿勢で実施することを評価する。 

 
 

Ⅱ．演技の採点 
第１条 演技の原則 
１． 演技内容は選手の能力に相応していなければならない。 
２． 演技は技術欠点や姿勢欠点がない正確な技で構成され、美しくのびのびと実施されなければなら

ない。 
 
第２条 得点の構成 
１． 段違い平行棒（低棒のみ、高棒のみの実施も可）、平均台、ゆかの演技は、次の採点要素により

構成される。 
ａ）価値部分 3.00 ※１技（要素）につき0.50×６ 
ｂ）実施   7.00    
最大で10.00を獲得できる。 

２． 跳馬の演技はすべての跳躍技の価値点を10.00とし採点をする。 
ａ）価値点  10.00  
最大で10.00を獲得できる。 
※１回の跳躍とする。選手が跳躍板や器具に触れていなければ２回の助走が許される。 
（余分な助走の減点は適用しない） 

 
第３条 価値部分（跳馬を除く） 
１． 価値部分について 

 ・価値部分で最高点を得るためには、演技中に６技（要素）の実施がなければならない。 
・現行の採点規則の難度表に記載されていない要素も価値部分として承認する。 
・難度表に記載されていない要素の例 

段違い平行棒：前振り1/2ひねり（水平以下）、逆上がり等 
平均台：伸身とび等 
ゆか：前転、後転等 

・難度の制限を設けない。 
 

２． 繰り返しの技（要素）について 
・段違い平行棒、平均台、ゆかにおいて同一技は２回まで価値部分として承認する。 
・同一技が３回以上実施された場合は、３回目からは価値部分として認めない。 
・同一技の繰り返しに対する減点はないが、実施された技（要素）はすべて採点する。 



・難度表の同じボックス内（同じ技番号）の技であっても姿勢などが異なれば異なる技とみな

す。 
 

３． 演技構成 
価値部分は以下の運動の分類から多様性に富むように選択すべきである。 
ａ）段違い平行棒 
・開始技、後ろ振り上げ系の技、回転系と振動系の技、終末技 
・低棒のみ、高棒のみの実施も可 

ｂ）平均台 
・開始技、ダンス系の技、アクロバット系の技、終末技 
・演技時間：90秒以内（時間の超過に対する減点は適用しない） 
ｃ）ゆか 
・ダンス系の技、アクロバット系の技 
・演技時間：90秒以内（時間の超過に対する減点は適用しない） 

 
第４条 実施（欠点と減点） 
   小欠点 0.10 

中欠点 0.20 
大欠点（落下、転倒） 0.30 
・段違い平行棒において低棒から高棒へジャンプして移動したり、中間振動や内容のない振りが

あっても、それが美しい姿勢により実施された場合は減点の対象としない。 
・跳馬、ゆかにおいてラインの外に出たことに対する減点は適用しない。 
・ゆかにおいてフロアー全体を使用しないことに対する減点は適用しない（対角線の往復のみの

実施も可）。 
・ゆかにおいて音楽がないことに対する減点は適用しない。 
・短い演技に対する減点は適用しない。 

 
Ⅲ．器械寸度（高さは床面から） 

跳 馬：高さ 1m10㎝～1m25cm 
段違い平行棒：高さ 低棒 1m75cm 高棒 2m55cm、棒間 130～181㎝（±1㎝） 
平均台：高さ 1m25cm 
ゆ か：12ｍ×12ｍ（スプリング式 ゆか） 
跳躍板：跳馬はハード（3-3-2）・ソフト（3-1-2）に加え、2-1-2（スプリングの数）の使用を認

める。 
段違い平行棒、平均台はソフトに加え、2-1-2の使用を認める。 

 
 
 
 
 



補足（男女共通） 

１． この適用規則に記述されていない事項に関しては、現行の採点規則（日本体操協会）に準ずる。 
 
２． 補助および補助マットについて 

・事故防止と選手の精神的援助のためにゆかを除くすべての種目で選手の演技中１名のコーチが

演技台に留まることができる。また、ソフトマットの使用も認める。しかしながら、第１条 

演技の原則１「演技内容は選手の能力に相応していなければならない」は厳守しなければなら

ない。 
・鉄棒、段違い平行棒では、マットを重ねて高さを調整することを認める。 
マットを重ねることに対する減点は適用しない。 
 

３． 服装について 
    ・団体選手の試合着は異なっていてもよい。 

・選手は、所属している都道府県のマークを試合着につけなければならない。団体選手のマーク

はチームで統一していなければならない。 
・選手は、主催者から配付されたゼッケンを付けなければならない。 
 

４． 表彰 ※得点は４種目の平均とする 
       金賞 9.50以上 
       銀賞 9.00～9.50未満 
       銅賞 8.50～9.00未満 
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